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 現状 

 

区域の概況 

 

計画区域は大阪市の北区・福島区・西区・中央区・浪速区の５区にまたがっている。 

 
図 ２-１ 計画区域の位置 
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  各区の概要は下表のとおりである。 

大阪市中心部の商業・業務施設の集積するエリアに位置し、昼夜間人口比率の高い区と

なっている。 

 

 

表 ２-１ 北区の概要 

面  積 10.34km2 

夜間人口 123,667人 人 口 密 度 11,960 人/km2 

昼間人口 411,133人 昼夜間人口比率 332.5％ 

 

 

表 ２-２ 福島区の概要 

面  積 4.67km2 

夜間人口 72,484人 人 口 密 度 15,521 人/km2 

昼間人口 90,062人 昼夜間人口比率 124.3％ 

 

 

表 ２-３ 中央区の概要 

面  積 8.87km2 

夜間人口 93,069人 人 口 密 度 10,493 人/km2 

昼間人口 454,554人 昼夜間人口比率 488.4％ 

 

 

表 ２-４ 西区の概要 

面  積 5.21km2 

夜間人口 92,430人 人 口 密 度 17,741 人/km2 

昼間人口 176,835人 昼夜間人口比率 191.3％ 

 

 

表 ２-５ 浪速区の概要 

面  積 4.39km2 

夜間人口 69,766人 人 口 密 度 15,892 人/km2 

昼間人口 105,451人 昼夜間人口比率 151.1％ 

 

出典：「令和２年全国都道府県市区町村別面積調」（国土地理院国土地理院） 

「国勢調査（平成 27 年）」（総務省統計局）  を基に作成 
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上位計画及び関連計画 

 

本計画の上位計画及び関連計画として、以下の計画概要を次ページ以降に示す。 

 

①「大阪都市計画区域マスタープラン（大阪市）」 

（2020年（R2年）10月策定） 

 

②「大阪の成長戦略（大阪府・大阪市）」 

（2010年（H22年）12月策定、2018年（H30年）3月改訂） 

 

③「公共交通戦略（大阪府）」 

（2014年（H26年）1月策定、2019年（R1年）11月改訂） 
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① 大阪都市計画区域マスタープラン  

都市計画区域マスタープランは、大阪都市計画区域を対象として、中長期的視点に立っ

た都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けて広域的観点から都市計画の基本

的な方針を、都市計画法第６条の２に規定される「都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針」として定めるものである。 

 本マスタープラン第４章の「４－２．都市施設の整備に関する方針」において、国際競

争力を持つ大阪都市圏の形成を促進するため、関西国際空港や国土軸へのアクセス強化

等、交通ネットワークの充実・強化に資するなにわ筋線の整備等、鉄道ネットワークの充

実に向けた取組を推進することとしている。 

 また、「４－４．その他の方針」においても、低炭素社会の構築に向け、なにわ筋線の

整備をはじめとした公共交通の整備拡充・利用促進に取組むこととしている。 

 

○ 第４章 主要な都市計画の決定の方針 
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② 大阪の成長戦略 

大阪の成長戦略は、概ね 2020 年までの 10 年間の成長目標を実現するための大阪府と

大阪市共通の戦略として、短期・中期（３～５年）の具体的な取組方向を明らかにするこ

とをねらいに策定したものである。 

社会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加・修正を行うなど、

基本的な方向性を堅持しつつ、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくこととしており、こ

れまでに数度にわたり改訂を行ってきた。 

 

 

 

  2018年３月の改訂においては、新たに重点化を図る分野として「Ⅰ 健康・医療関連産

業の世界的なクラスター形成」、「Ⅱ インバウンドの増加を契機としたアジア市場の取り

込み強化」、「Ⅲ 第４次産業革命に対応したイノベーションの促進と生産性向上」、「Ⅳ 人

口の減少と産業構造の変化に対応した人材力強化」の４つの分野が示され、それらの分野

を踏まえた成長のための５源泉毎の取組みが示されている。 
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  ５源泉毎の取組みの１つである、「１.内外の集客力強化」における「（３）世界有数の

国際都市をめざした受入環境の整備」の具体的取組として、なにわ筋線の事業化に向けた

取組みが、また「４．アジア活力の取組み強化・物流人流インフラの活用」における「（４）

人流を支える鉄道アクセス・ネットワーク強化」の具体的取組として、なにわ筋線整備に

よる鉄道ネットワークの充実が示されている。 
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【参考】データでみる「大阪の成長戦略」別冊 p14・p55・p59 

 

 

 

 



- 13 - 

 

③ 公共交通戦略 

公共交通戦略は、都市の成長・魅力向上や、府民の暮らしの充実を図るため、公共交通

に関する取組みの方向性を明示するものである。 

「３．公共交通戦略の基本的方向性」において、目指すべき姿として、広域拠点（関空、

新大阪、大阪（うめきた））等へのアクセス性の向上や大阪周辺都市や府内における地域

間の連携強化、都市防災機能の向上を図ること、また、取組みの方向性として、鉄道ネッ

トワークの充実を図ることが示されている。 
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「４．取組みの方向性」の鉄道ネットワークの充実に資する事業中路線として、「なに

わ筋線」が示されており、「５．公共交通戦略（H26.1）以降の取組状況」として、令和

元年７月になにわ筋線が鉄道事業許可を得たこと等が示されている。 
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計画区域の人口・交通等の動向 

 

計画区域の人口の動向・現状 

① 夜間人口 

  計画区域における夜間人口は平成 7 年以降増加傾向であり、大阪市全体に占める割合

も増加傾向を示している。 

 

表 ２-６ 夜間人口の推移 

 

 

 

図２-２ 夜間人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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② 夜間人口（就業者数） 

  計画区域における夜間人口（就業者数）は平成 17年以降増加傾向であり、夜間人口と

同様に大阪市全体に占める割合も増加傾向となっている。 

 

表 ２-７ 就業者数の推移 

 

 

 

図２-３ 就業人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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③ 夜間人口（通学者数） 

  計画区域における夜間人口（通学者数）は平成 17年以降横ばいとなっている。 

 

表２-８ 通学者数の推移 

 

 

 

図２-４ 就学人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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④ 昼間人口 

  計画区域における昼間人口は平成 2 年をピークに減少傾向が続いていたが、北区の増

加により平成 22年以降は増加傾向に転じている。 

 

表２-９ 昼間人口の推移 

 

 

 
図２-５ 昼間人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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⑤ 昼間人口（就業者数） 

  計画区域における昼間人口（就業者数）は平成 7 年をピークに減少傾向が続いている

が、平成 22年以降は横ばいに近づいている。 

 

表２-１０ 就業者数の推移

 

 

 

図２-６ 従業人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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⑥ 昼間人口（通学者数） 

  計画区域における昼間人口（通学者数）は平成 7年をピークに減少傾向が続いている。 

 

表２-１１ 通学者数の推移 

 

 

 

図２-７ 従学人口の推移グラフ(沿線区別) 

 

出典：「国勢調査」（総務省統計局）を基に作成 
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⑦ 人口集中地区(DID地区) 

  大阪市のほぼ全域が人口集中地区（DID地区）であり、計画区域はすべて DID地区とな

っている。 

 

 

図２-８ 大阪市の人口集中地区(DID地区) 

 

出典：「人口集中地区（DID）平成 27年」（総務省統計局）を基に作成 
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